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１）2006年活動報告
1． 第４回総会実施

日時：1月 20日(金)　18:30～20:00
　　内容：2005年活動報告

　　      2006年活動計画

　　      2006年役員選出
　　　　  2006年研究会・勉強会計画
赤本購入について
参加者：会員 9名＋オブザーバ 1名、委任者：5名
2． 定例研究会・勉強会実施

（1） 第１回勉強会

日時：2月24日(金）18:30～20:30

テーマ：「IT内部統制評価の計画と手続き」～　財務報告に係る内部統制の観点から　～
－第115回研究会のビデオ上映およびディスカッション－
参加者：12名、うち支部員10名

（2） 第2回勉強会

日時：3月24日(金）　18:30～20:30

テーマ：「CSRと内部監査」
－第116回研究会のビデオ上映およびディスカッション－
参加者：11名、うち支部員9名
（3） 第3回勉強会

日時：4月26日(水)　18:30～20:30

テーマ：「開発に入る前の要求品質の確保」
－システム監査学会2005年第５回定例研究会に関するディスカッション－
参加者：14名、うち支部員10名
（4） 第4回勉強会

日時：5月31日(水)　18:30～20:30

テーマ：「ISO/IEC27001:2005の最新動向」
－第119回研究会のビデオ上映およびディスカッション－

参加者：9名、うち支部員7名
（5） 第5回勉強会

日時：10月27日(金） 18:30～20:30

テーマ：「政府機関の情報セキュリティ対策のための統一基準」
－第122回研究会のビデオ上映およびディスカッション－

参加者：10名、うち支部員9名

3． 広報活動

支部活動について対外的に広報、および支部員勧誘を行った。

· 法人部会からの依頼により、道内各市に対して地方自治体向セキュリティセミナー案内の送付＝＝＞今年は取りやめ（道内自治体の現状では無理と思われたため）
· 他団体との交流：北海道ITコーディネータ協議会、日本システムアナリスト協会北海道支部、および社団法人 中小企業診断協会北海道支部との講演会共催、勉強会の相互開放
· 支部員の増加：昨年度の個人会員21名・法人会員1名から個人会員25名・法人会員1名に増加

· 支部活動への参加：上記個人会員以外に法人会員2社からの参加3名と非会員の参加7名

· 公認システム監査人4名、システム監査人補5名（計9名中支部員8名）

4． メーリング・リストによる連絡

支部メーリング・リストにより、支部員間の連絡および情報交換を実施している。

5． ホームページによる情報発信

協会のホームページの支部のコーナーに、北海道支部の情報を記載している。

２）2007年活動計画

1． 定例研究会・勉強会実施

研究会は、テーマを決めて隔月で実施する。基本的に支部員が持ち回りで講師を務める。また、本部より送付される月例会のビデオテープを上映する勉強会を隔月で実施する

2． 講演会の実施

年に1度、外部より講師を招いて講演会を実施、広く一般に公開する。他団体との共催により聴衆を増やし知名度を高めるとともに、広く交流を図る

3． システム監査の実践

北海道でのシステム監査普及サービスを試行する。また北海道でのシステム監査ビジネスの普及に向けての調査を行う
4． 広報

支部活動について対外的な広報、および支部員勧誘を行う。
対外的な広報に関しては、協会のホームページの北海道支部のコーナーを充実させる

5． メーリング・リストによる連絡

支部メーリング・リストにより、支部員間の連絡および情報交換を行う

6． 20周年事業の実施（本部提出版）

	①
	支部名称、及び責任者名：

	
	北海道支部
責任者：大舘広之

	②
	テーマ：（活動骨子を簡潔な表現でテーマとして記載）

	
	「システム監査のあり方を考える」

	③
	概要：（単なる過去の活動実績まとめに止まらず、これから10年のシステム監査を展望したものとする）

	
	北海道支部は、設立してからの年数が浅く、過去の活動実績はあまり多くない。このため、昨今のとりまく情勢を鑑みてシステム監査のあり方を議論していき、その結果を発表していくこととする。定例の研究会（概ね、月１回）にてディスカッションの場を数回設定する。また、施策として、東北支部との交流を含めることとしたい。

	④
	成果発表形式：
（報告書、書籍出版、会報への論文掲載、ＨＰへの発表、左記の組み合わせ、その他　の区分を記載）

	
	会報への掲載。

	⑤
	概略準備活動スケジュール：

	
	2006．12　北海道支部総会にて、本活動案の承認。
2007．2～7　定例研究会でのディスカッション（３回程度）、中間まとめ。
2007．8頃　東北支部との交流会
2007．9～1　交流会成果を踏まえた定例研究会でのディスカッション（２回程度）、最終まとめ。
2007．2　会報への投稿

	⑥
	準備活動推進体制：

	
	２０周年記念事業担当者（大舘広之）：全体取りまとめ。
北海道支部各メンバ：ディスカッションへの参加。

	⑦
	概略予算：（内訳明示。成果に見合った予算に留意）

	
	旅費：12万円（東北支部との交流会派遣 2名）


３）北海道支部2007年役員一覧（案）

	役職
	氏名
	2006年（参考）

	支部長
	渡部　洋子
	渡部　洋子

	副支部長

(20周年記念事業担当)
	大館　広之
	大館　広之

	副支部長
	五十嵐　洋介
	―

	会計担当
	谷口　泰正
	谷口　泰正

	監事
	小柳　政行
	小柳　政行

	研究会担当（2名）
	岡田  昌彦
小林　弘幸
	岡田  昌彦
小林　弘幸

	ML担当
	渡部　洋子（兼任）
	渡部　洋子（兼任）

	広報担当
	安達　賢二
	安達　賢二


４）2007年研究会・勉強会計画（案）【別紙】

５）2005年会計報告および2006年会計予算（案）【別紙】

６）参考資料【別紙】
（１）保有テープ・書籍一覧
	2007年研究会・勉強会計画
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	2006.12.11

	月
	日
	曜日
	講師
	テーマ
	場所
	備考

	1 
	
	
	-
	
	
	　

	2 
	
	
	（テープ勉強会）
	未定
	
	

	3 
	　
	　
	　
	　
	
	　

	4 
	　
	　
	（テープ勉強会）
	未定
	　
	　

	5 
	　
	　
	　
	　
	
	　

	6 
	　
	　
	（テープ勉強会）
	未定
	　
	　

	7 
	　
	　
	20周年記念セミナー　
	　
	かでる２．７　ｏｒ　エルプラザ
	一般公開

	8 
	　
	　
	（テープ勉強会）
	未定
	　
	　

	9 
	　
	　
	　
	　
	
	　

	10 
	　
	　
	（テープ勉強会）
	未定
	　
	　

	11 
	　
	　
	　
	　
	
	　

	12 
	　
	　
	　
	（総会）
	（札幌市男女共同企画センター）
	　

	
	
	
	会場候補：札幌市市民活動サポートセンター（エルプラザ）
	
	

	
	
	
	　　　　　　　北海道市民活動促進センター（道庁別館西棟）
	
	

	
	
	
	　　　　　　　札幌市男女共同企画センター（エルプラザ）
	有料
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	借用可能な企業会議室：各年１回をメドとする
	
	

	
	
	
	
	ＮＴＴコムウェア北海道様
	北１西７
	

	
	
	
	
	ドーコン様
	北４西６
	

	
	
	
	
	ＨＢＡ様
	北３西７
	

	
	
	
	
	富士通北海道システムエンジニアリング様（夏）
	テクノパーク
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